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2011年度後期金曜 1限（C33） 

「比較文化論」 

担当教員：東賢太朗 

 

第 3回 マニラ̶スタバとスラムが同居する街① 

 

イントロダクション 

・Eraserheadsの Ang Huling El Bimbo（最後の El Bimbo） 

 

「マニラ」とは 

語源：マイニラ Maynila̶インディゴが生い茂るところ 

マニラ市：フィリピン共和国の首都、人口約 160万人 

マニラ首都圏：メトロ・マニラ。マニラ市やケソン市など 14都市 3地方自治体を含む都市

圏。人口約 1500万人、世界 15位の規模の大都市圏 

 

マニラの都市貧困層および都市貧困集中地区形成の背景 

農村から都市マニラへの人口流入 

・人口の過剰、労働市場の供給不足、環境の劣化（「過剰都市化」） 

・農村貧困地方から都市貧困集中地区への移動 

圧倒的な貧富の格差 

・富裕層と貧困層の間の経済的格差 

・高層ビル街とスラムのコントラスト 
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マニラの貧困のキーワード 

・スクワッター（不法占拠住民） 

・ストリートチルドレン（路上生活・労働をする子供たち） 

・スカベンジャー（廃品回収でリサイクルできるゴミを拾って生計を立てる人たち） 

・スモーキーマウンテン／スモーキーバレー 

 

リアクションペーパー 

（a）講義内容 

（b）質問・コメント 

（c）クイズ：自分が実際に見た／経験したもっとも厳しい「貧困」の状況 
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